
新潟食料農業大学　食料産業学部　食料産業学科

1 ガイダンス、地方創生の推進に向けた行政の役割

2 農業振興を支えるJAの戦略と役割

3 六次産業化を推進する農業生産法人の経験と未来

4 大規模専業農家の経営戦略とその仕事のスタイル

5 施設園芸・植物工場の可能性とその経営者として求められる資質

6 農業を支える農機具・資材業者が果たす役割とその魅力

7 食文化をクリエイトする外食産業で働くことの意義

8 フードバリューチェーンの中での流通業者の位置づけとその仕事

9 多様化する食品販売のスタイルとその働き方

10 新しい価値と消費者の安全を追求する食品製造・開発業者

11 高付加価値の形成を担う食品加工業者の仕事

12 食料産業の革新を推進するフードビジネス開発

13 世界の食料供給を担う海外イノベーションの展開

14 世界の食料供給を担う海外イノベーションの展開

15 振り返りシートの作成と総括

備考
各講話では、前半講義→中間理解度チェック→後半講義→小テスト・レスポンスシートの提出
各講話の順序は、招聘する外部講師の都合に応じて調整する。

教科書 授業で資料を配付する。

2 前期 1 全員 必修

授業の概要

食品産業・農業において起業・開業して活躍する者や革新的な農業・事業を展開する者らを招聘
しその講話を聴くことで、今後の新たな食品産業・農業を創造・振興するために必要な知識、チャ
レンジ姿勢、ビジネスプラン、事業化ノウハウ、失敗の経験等について理解を深める。科目担当教
員・外部講話者と学生との活発なディスカッションを通じて、斬新かつ実践的なビジネス感覚を
養っていく。さらに、将来の就業イメージを考える機会としても捉える。

到達目標

・起業に関する知識やノウハウを蓄積する。
・新しい事業を創造し社会を変えていく意識を高めその能力を磨く。
・業界・研究の手法に習熟する。
・他のキャリア系科目と関連づけて将来の就業イメージを深める。

授業計画

評価方法 各講話で出されるレポート課題とディスカッションでの態度等により総合的に評価する。

047

参考書等 特に指定しない。

事前事後学習
講師が所属する企業・機関と、関連業種や企業について調べ、事前に講義イメージを高めておく。
事後には、配付資料や授業ノートを整理し要点の復習を重ねる。

科目名 起業イノベーション論 担当教員 鈴木孝男

対象年次 配当学期 単位数 対象 必選区分


